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１ はじめに 

 平成 17 年 8 月 1日、愛媛県の西南部に位置する

旧宇和島市・吉田町・三間町・津島町が合併し、「人

と交わり、緑と話し、海と語らう、きらめき空間

都市」という基本理念の下、新「宇和島市」が誕

生いたしました。 

 人口は約 9 万人、面積は約 470 平方キロメート

ルであり、特産品としては、じゃこ天、宇和海真

珠、鯛、ハマチ、温州みかんなどがあります。 

 また、観光といたしましては、市立伊達博物館、

吉田ふれあい国安の郷、三間町中山池自然公園、

津島やすらぎの里などがございますので、是非と

もお越しいただきたいと存じます。 

 

２ 須賀川ダム 

 宇和島市は、豊後水道を前にして位置している

ため、台風の進路にあたり、年間総雨量は、1,600mm

～1,700mm に達する状況でありながら、一方で 2

ヶ月に亘って降雨のない日が続くときもあり、非

常に不安定な気象状況であると言えます。そのた

め、昭和 52 年 3月にこの須賀川ダムが完成するま

では、恒例のように断水や取水制限を行わざるを

得ない状況に強いられてまいりました。 

 ダム完成後は、比較的安定した「水」状況を保

っており、また、雨水の少ない時期においても、

野村ダムにご協力を得ながら、宇和島市民の水は

安全に保ってまいりました。 

 しかしながら、昨年の台風 14 号においては、ダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ム決壊の恐れを招き、市民に対し大きな不安をさ

せる状況になってしまいました。 

 平成 17 年 9 月 6日夕方、ダム事務所から午後 8

時 10 分の時点で、毎秒 70 トンを超える放流の開

始をするとの連絡を受けました。 

 しかしながら、この毎秒 70 トンという水量は、

満潮時とも重なっていたこともあり、須賀川の川

幅、水深の許容量を超える事態になりうる可能性

が出てまいりました。 

 そのため、午後 6時、市内 41 地区、5,309 世帯

に避難指示を出し、各小学校、公民館等に避難を

していただきました。 

 結果といたしましては、その後の降雨量の減少

から、放流増量を見合わせることとなったため、

大事にはいたりませんでした。 

 この出来事は、私たちにとりまして「水」のあ

りがたさ、大切さを再認識し、自然と水との関係

をあらためて学ぶ良い機会になったと思っており

ます。 

 今後といたしましても、限りある資源とも言わ

れております「水」と末永く、また仲良く付き合

って行きたいと思っております。 

 

３ おわりに 

 今回、投稿をさせていただき、大変ありがとう

ございました。 

 関係各位に心からお礼を申し上げますとともに、

今後のご指導をよろしくお願い申し上げます。 
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